


























































































































































































































































































































































































































































比較可能性 検証可能性 適時性 理解可能性
出所：Financial　AccQunting　Standards　Board（2008），Exposure　Draft－Conceptual　Frameworhノ’or　Financial　Reportingr
　　The　Obl’ective　of　Financial　Reporting　and　Qualitative　Characteristics　an（l　Constraints　qf　Decision－Useful　Finan－
　　cial　RePorting　lnformationに基づき筆者作成。
　このように，新概念フレームワークにおける財務情報の質的特性と制約条件が明確になってお
り，その階層構造が，従来のFASB概念ステートメント第2号における財務情報の質的特性の
階層構造（39）に比べると，簡潔になっているので，情報利用者はより効果的に利用できると考え
られる。
（35）FASB概念ステートメント第2号では，フィードバック価値と述べているが，　IASB概念フレームワー
　　クには確認価値を使っている。FASBは，フィードバック価値と確認価値が同様であると判断してい
　　るが，用語を統一するためにここで確認価値を用いる（lbid．，　par．　BC2．7．）。
（36）Ibid．，　pars．　QC2－QCll参照。
（37）Ibid．，　pars．　QCI5－QC24参照。
（38）Ibid．，　par．　QC27参照。
（39）詳細は，FASB概念ステートメント第2号（SFAC第2号）のパラグラフ32を参照されたい。
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　しかし，公開草案の前書きで明言されているように，現段階，新概念フレームワークの
GAAPにおける地位は検討されていないので，今後の検討課題として残されているω。
IV　おわりに
　本稿はSEC（2003）に基づいて目的指向型会計基準の概要を検討した上で，その整備状況を
分析してきた。
　SEC（2003）において，目的指向型会計基準の特徴，構成要素，必要とされる会計環境の整備
等が明らかにされている。つまり，SEC（2003）は，財務会計制度改革の目標である目的指向型
会計基準の模範を明示している。
　ところが，SEC（2003）で提案されている目的指向型会計基準の設定アプローチは相当に改革
的なものであり，その環境整備には時間がかかるであろう。
　目的指向型会計基準のための環境整備に関わる2つの基本的な柱，つまりGAAPの階層の再
構築と概念フレームワークの修正は現在進行中である。FAS　162号で提案されているGAAPの
新階層は，従来の階層より若干簡潔になっているが，SEC（2003）に示された目標に比べるとま
だ複雑である。そして肝心な概念フレームワークは依然として，その他の会計文献に分類されて
いる。結局，FAS　l62号は実務に大きな影響を与えず，中途半端な改正になってしまう。一方，
概念フレームワークの整備は，IASBとの共同作業で今も進行中である。現在公表された第1章
と第2章の公開草案からみて，新概念フレームワークは従来のFASBとIASBの概念フレーム
ワークに比べて，先進的なものといえよう。しかし，新概念フレームワークの中でも，概念フレー
ムワークの地位については言及していない。
　このように，目的指向型会計基準のための環境整備はまだ健全に整っていないため，SECが
目指している目的指向型会計基準の設定アプローチの全面適用はまだ先のものであると考えられ
る。
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